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平素は当施設の運営にご理解とご協力を賜り、心より厚く御礼申し上げます。

さて、今年度も早いもので、上半期が過ぎました。上半期を振り返ると、物価の上昇や食料品

価格の変動など、私たちの生活に身近なところでさまざまな変化がありました。また、自然災害

についても、今年は5月に宮城県沖を震源とする地震が発生したほか、6月にはフィリピン付近を

震源とする地震を伴う津波も発生しました。7月には震度7を観測する「令和8年熊本地震」にて大

きな被害が出ました。また、各地で線状降水帯などが発生し、大雨による被害が発生するなど、

いつ、どこで災害が起こるかわからないことを改めて感じさせられました。災害はいつ起こるか

わからないからこそ、普段からの備えが大切です。当施設においても、利用者の皆さんが安心し

て過ごすことができるよう、日頃から防災への意識を持ち、職員間での情報共有や備えについて

考えていきたいと思います。

そのような中、ささゆり作業所では今年度も家族会様協賛の催し物として、『ものづくり体験』

『ささゆりまつり』を盛大に実施することができました。これも、日頃より皆さまからのご支援

とご協力の賜物です。心より感謝申し上げます。そして今年は久しぶりに活動の幅を広げること

ができました。7月には水遊びイベントとして、日根野市民プールを利用することができました。

外での活動を再開することができ、利用者の皆さんの楽しそうな姿を見ることができました。職

員にとっても、とても嬉しい一日となりました。

このような催し物などを通して、普段の作業所の活動とは違った経験をすることは、利用者の

皆さんにとって大切な思い出の一つになるのではないかと思います。また、利用者同士や職員、

ご家族、地域の方々と交流を深めることができることも、こうした活動の大きな意味だと感じて

います。

これからも利用者の皆さんやご家族、地域の皆さまとのつながりを大切にしながら、安心して

楽しく過ごしていただける環境づくりに努めていきたいと思います。利用者の皆さんがさまざま

な経験をすることができるよう、職員一同で工夫しながら取り組んでいきたいと思います。

今後とも、皆さまのご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

支援課 サービス管理責任者 南河 圭
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編集後記
【生産活動協力会社】

・㈱東進・伊澤タオル・㈱フタバ

・馬場谷タオル㈲・丸十タオル㈲

・㈱エリー・神藤織物㈱

・西本タオル㈱・エル・チャレンジ

・広洋物産㈱・㈲プレスコート

・(株)万雄・㈲射手矢商事

・㈲おはなやさん稟・原花店

・高松商店・㈱サワショウ

・リコズ・ワールド

・㈱丸中・㈱スミシン・重光商事㈱

・富士産業㈲・堺商店・岸商店

・小杉善㈱・日繊商工㈱

・障害者自立支援センターほっぷ

・清光会・和泉の里

（順不同、敬称略）

朝夕の風が少しずつ

涼しくなり秋の訪れを

感じる季節となりまし

た。食欲の秋、読書の

秋、スポーツの秋など

楽しみが沢山あります。

ご利用者の皆様と季節

を感じながら、毎日を

楽しく過ごしていきた

いと思います。皆様も

お体に気を付けてお過

ごしくださいね。

支援課 森本 結

12月

15日（火）エンゼルの会

18日（金）クラブ活動

25日（金）クリスマス会

28日（月）御用納め

※焼き芋イベント 未定

11月

14日（土）家族会懇親会(はや)

17日（火）エンゼルの会

20日（金）クラブ活動

28日（土）ダンス活動絆

＊編集委員：近藤 数馬・森本 結・西 智恵・児玉 和也

〒598-0022 大阪府 泉佐野市 土丸904番地 TEL 072-459-7024

FAX 072-459-7350

Ｅ-mail：selp-sasayuri@nifty.com ＵＲＬ：http://s-seikoukai.or.jp/sasayuri/

11月 ・ 12月 の 主 な 行 事

より良い広報誌を目指すため、ささゆりだよりについての意見や要望を随時募集して

います。あんなことが知りたい、こんなことが載っていると役に立つ等、皆様のご意

見をお寄せ下さい。

季節も秋に変わり、秋分を過ぎると気候も少し涼しくなり過ごしやすくなってきました。また日が暮れ

るのも早くなり、秋の夜長となってきました。

今年の「中秋の名月」には、温かいほうじ茶を飲みながら、月見団子を食べ、お月見をしてみました。

いつもと違う雰囲気で月を眺めると、風流を感じることが出来ました。

皆さまも色々な秋を楽しんでみてはいかがでしょうか。

支援課 小西 充


